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 日吉学区防災プロジェクト「プロジェクトＨ」 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 
 

 災害時における「死者０火災０」を目標とする継続的な防災活動を実施。主に

日吉小学校を会場とする。延べ参加者数は約 1,000 人。 

① 災害図上訓練ＤＩＧ 

地域で大きな災害が発生した場合を想定し、地図への書き込みを通じで参

加者が積極的な災害への対策を考えることができる防災訓練 

② 日吉学区救出希望カード 

地震等の災害により家屋が倒壊した場合の救出作業に必要な基本情報（普

段寝ている場所と道路との位置関係など）の調査 

③ Ｒ２（あるある）パック（レスキュー＆リサイクル） 

 持ち寄ったリサイクル用品で非常持ち出し防災用品の作成、再配付 

④ 青年会議所・日吉学区共同避難訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【日吉学区】 

 ■世帯数：4,202 世帯  

 ■人 口：8,390 人 

 ■面 積：0.855ｋ㎡ 
平成 24年 4月 1日現在

【アピールポイント】  

 活動内容が認められ、平成 17 年に総務省「第９回まちづくり大賞・

消防科学総合センター理事長賞」、平成 18 年に全国防災フェア名古屋

大会「審査員特別賞」、平成 19 年に同京都大会「表現賞」と、３年連

続で受賞している。 

 １ 活動・取り組みの内容 

中村区 日吉学区 
住民交流 健康・福祉 青少年育成 環境・美化 

防犯・交通安全 防 災 歴史・文化・芸術 その他 

 

チラシの各戸配布、回覧、掲示板への掲示 

【住民への PR 方法】
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  平成 12 年５月に防災安心まちづくりモデル学区に指定される。平成 12 年よ

り「プロジェクトＨ」と総称する多種多様な防災まちづくり活動を開始した。平

成 13 年に日吉学区防災安心まちづくり委員会を発足した。 
 

 

 

(１) 運営メンバー 

区政協力委員、民生児童委員、保

健委員、消防団員、PTA、女性団体・

女性会、子ども会、老人クラブ、防

災委員、体育部員、防犯委員、少年

補導委員 計約 200 人 

(２) 他団体との協力 

 NPO 法人レスキューストックヤ

ード、名古屋青年会議所 

(３) 運営協力 

 学区連絡協議会各役員 

 

 

 

 

 

(１) 成果・効果 

・ 子どもが多数参加し、防災意識が高まった。将来の地域ボランティアとして

の活動に期待している。 

(２) 苦労した点 

・ 参加者の確保のために、学区内住民全体への回覧と子ども会加入世帯への回

覧、声かけを行っている。 

・ 役員へ活動への理解と協力を呼びかけた。 

(３) 今後の課題・展望 

・ 大災害が起こるまでの高い意識の継続・持続。活動資金の確保(炊き出しには

経費がかかる。)、備蓄物の入替えも若い世代や他団体との協力・支援が必要。 

(４) メッセージ・アドバイス 

・ 防災活動を指導できる立場の方に積極的に関与してもらうために、運営側で

ある各種団体の役員に対する啓発が大切です。 

H24 年 

９月９日

青年会議所支援による小学生中

心の学区防災訓練を実施 

▼ 

７月 14 日

１町内の子どもたちによる９月

９日を想定した模擬紙上訓練を

実施 

▼ 

８月 26 日

消防局出前講座「南海トラフト

名古屋港は 日吉学区は」の開

催 

（特に小中学生及び高校生に受

講を呼びかけた。） 

▼ 

９月９日

青年会議所・日吉学区共同避難

訓練を実施 

（例年にない大掛かりな訓練）

 ２ きっかけ、背景 

 ３ 実施の体制  ４ 実施のスケジュール 

 ５ 成果と課題 


